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3 長方形ABCDは，辺ADが直線 y = 1
2
x+1上にあり，点Bと点Cは放物線 y = 1

2
x2上にあるとする．

また，Aと Dの x座標は¡1と 2の間にあり，Aの x座標は Dの x座標より小さいものとする．

いま，点 Bと点 Cを通る直線を y = 1
2
x+ dとすると % 31 32

33 34
< d < 1=，長方形ABCDの面

積は

D
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となり，d =
47 48

49 50
のときに，最大値

51 52
C
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となる．


